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緒 言

血清 中電解 質の季 節変動 に ついて第1報 で 報告 した

が,生 体 内におけ る体液 の恒常性 を保 つためには,腎 の

排泄吸収 の作 用が重要 な働 きをな し,Na,K,Caの ごと

く体 内で産生 されず また破壊 され ることのない固定塩基

にあっては,腎 よ りの尿 中排泄量 もまた電解質代謝の動

きをみ る うえに重要で ある。

尿酸 クレァチニ ン比はTborn以 来 副腎皮質機能の検

査に用い られてお り,ACT登 またはCortisone投 与に

よ り,腎 の尿酸 排泄作 用の増加 に よつて尿酸 クレァ チニ

ン比 が増加す る もの とされてい る。

私は季節の変化 に対 す る生体 の適応 現象の推移 を知 る

一指標 として,肺 結核患者の尿 中電 解質お よび尿酸 ・ク

レァチ ニンとその比 を検査 し,健 康者 と比較検討 した。

研究 対象 および実 験方 法

1) 研究対象

肺結核患者 は大部分血清中電解質の測定 を行 なつ た患

者で,24名(男18名,女6名)に つ き,健 康者 は7

名(男 のみ)に ついて検査 を施行 した 。NTA分 類では

軽症6名,中 等症11名,重 症7名 で ある。

2) 測定 日時

第1報 に記せ るごと き日を選び,採 尿は1日 全尿 を

採 取 し検査に用いた。

3) 測定方法5)～10)

Na,K,Caの 測定 には島津製分光光度計お よび沼光装

置 にて蝦 光分析 を行ない,尿 を200倍 に稀釈 してNa,

K,を,10倍 稀釈 に してCaを 測定 した。 測定波長 は

血清 の場合 と同様であ る。 またCaの 測定 にはNaの

干 渉がみ られ るので,補 正 を行なつた。

尿酸 はCyanide Urea法40)を,クレ アチニ ンは

Jaffe氏 法40)を 用い分光光 度計 で測定 した。 食餌 につ

いては病院給食 外の ものを と らせない ように し,ま た,

検査 日に肉類 は禁止 した。 給食 中のNaClは 平均1日

15gで 差 は1～2g程 度であ り,Caは 平均1日501

mgで 差 は10%以 内で ある。

実 験 成 績

1) 尿 中電解質の変動

a)Na:表1,図1の ごと く,肺 結 核患者は 健康者

よ り低値 を示 し,そ の季節変動 はほ とん ど認 め られ ない

が,健 康者は夏に最低値,春,秋 と増,.し,冬 に最高値

を示す,。

図1 尿 中Naの 季節変動

表1 尿中電解質の季節変動(平 均値および標準偏差)

b)K:表1,図2の ごと く9肺 結核患者は 健康者

よ り低値を と り,夏 にやや高値 を示 し冬,秋,春 の順 に
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低値を示 す。健康者 は夏 に高値,冬 に低値,春,秋 には

中間値 を示 す。

図2 尿 中Kの 季節変動

c)Ca:表1,図3の ごと く,肺 結 核患者は 健康者

に比 し低値 を示 し,冬 は春,夏,秋 よ り高値 を呈 し,健

康者は夏は春,秋,冬 よ り低値 を示す。

またNa,K,Caと もに病症別 にみて,季 節変動 お よ

び年 平均値 の間に認 むべ き差 はなか つた 。

図3 尿 中Caの 季 節変動

2) 尿 中尿酸 ・クレアチニン よびその比 の変動

a)尿 酸;表2,図4の ご とく,肺 結核患者 は 健康

者 よ り明 らか に低値 を示 し,と もに夏最低値 で,春,秋

と増加 し,冬 に最高値 を示す 。病症別 に も大体 同様 の変

動 を示 し,重 症には排泄 量 の低下が認 め られ る。

図4 尿中尿酸の季節変動

表2 尿 中尿酸の季節変動(平 均値 および標 準偏差)

(mg/day)

b)ク レアチニ ン:表3,図5の ごとく,肺 結核患

者は健康者 よ り低値 を示 し,夏 にやや増加 し,健 康者 は

夏,秋 にやや高値 を示 す。病症別 にみ ると中等症 ・重症

で軽症 よ り低値 を示 し,鴨また重症 にはほとん ど季節変動

を認 めない 。

図5 尿 中 クレアチニ ンの季節変動

c)尿 酸 クレアチ ニン比:表4,図6の ご とく,肺

結 核患 者は健康 者よ りやや高値 を示 して,と もに夏 に最

低値 で,春,秋 の順 に増加 し,冬 に最 高値 を示 し同様に

変動す る。病症別 には中等症,軽 症,重 症の順に低値 を

示 し,同 様の変動 をなす。

尿酸 とクレ アチニ ンの年 平均値 を,体 重1kg当 りの

排泄量(mg)に す ると,表5の ごとく尿酸 では肺結核

患者は健康者の95%で あ るが,ク レアチニ ンは81%

であ り,肺 結核患 者に クレアチニ ンの減少が著 しく,か

つ中等症,重 症 に クレアチエ ン減 少が大 きい ことが認 め

られ る。

表3 尿 中 クレアチニン の季 節変動(平 均値

および標準偏差)

(g/day)

表4 尿酸 クレアチ ニン比 の季節変 動(平 均値

および標準偏差)



836 結 核 第34巻 第12号

表5 尿酸 および クレアチニ ン(年 平均)の 体重

1kg当 り排 泄量(mg)

各平均 値間の推計学的有意差の 検討は,表6に み る

ごと くであ る。

考 案

1)尿 中電解 質について

肺結核症 の電解質 に対 す る腎の機 能については,Wi-

nkler11),日 野原15)ら は 排泄 閾の 低 下が み られ る と

し,,Thorn13),Simus14)ら は 腎の 障害 を認 めて いな

表6 各平均値間の推計学的検討

注:++…1%以 下の危険率で有意差あり

+5% 〃-
…有意差な し

図6 尿 酸 ク レア チ ニ ン比

い。肺結核患 者の電解質 の1日 尿 中 排泄 最に ついて,

中島19)は 健 康者 よ りやや低値 で,Naは4.20前 後,

Kは1.5g前 後 で あ り,病 症 別に 大差 は 認 め られな

い と述べ,杉 山41)はNa,Caと もに 軽症 よ り重症 に

減少 し,NaCl負 荷試験 で重症 ほ ど排泄 は減少 す ると述

べ てい る。また,梅 原42)は 尿中Ca排 泄 は病巣 の拡 り

とは関係 な く,進 行性 の ものに 低値 を 認 め るとし,沼

田21)はCaの 出納 について調べ,進 行期 に尿,糞 便 中

に排 出が増加 し,同 復期 に 排 出が 減 少す ると述べ てい

る。私 の成績 におい て もNa,K,Caと もに 病症分類別

にいずれ も大差 をみ なかつ た。 またNa,K,Caと もに

健康者 に高値 を示すの は,食 餌 よ りの摂取量 が多いため

であろ うと解 され る。

健康者においてNaが 夏 に 低値 を とるのは,発 汗 に

よる食塩の喪失 と,食 塩の体 内保有量の増加 とに関係づ

け られ るが,肺 結 核患者に年 間ほ とん ど差 がみ られない

のは,発 汗 に よる食塩の喪 失があ ま り大 き くない もの と

考 え られ る。Kの 健康者にわけ る変 動は,鳥 居25)は 梅

雨 季 と夏 に低値 で,秋,冬 に 高値 を示す と述 べてい る

が,私 の成績 は これ と異な り夏 に増加 す る傾 向をみてお

り,こ れは血清 中Kの 変動 と逆 であ り,第1報 考案

で 述べ たご とく,夏 季Mineralcorticoidが 増加 す る

と考 えれ ば,血 清Kの 減 少および尿 中Kの 増加 は,

Naの 態 度 とと もに その現れ とみ ることがで きる。 尿 中

Caに ついて鳥居25)は 夏 に最低 で,梅 雨季,秋,冬 の

順 に増加す る と報告 し,冬 のス トレス反応 の現れ とみて

い るが,私 の成績 にて も冬 に排泄量 の増加 をみた。

2)尿 中尿酸 ・クレアチニ ンおよびその比 につい て

尿酸 はプ リン体代謝の終末産物で あつて,尿 中尿酸 は
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大部分 核蛋 白代謝 の終末産物で あ り,ク レ・アチニ ンは内

因性蛋 白代謝 の終末産物 で,筋 肉の量 によつ てその排泄

量 はほぼ一定 してい るとされ る。

肺結核患者の 尿中尿酸 ・ クレアチニ ンについて,原

口43)は と もに健康者 よ り少 ない値 を得てい るが,有 意

差は認 めない と述べてお り,Donald F.G.44)は 肺結 核

患者に 尿酸排泄が 著明に減少 してい ることを認 め,平

岡45)は 尿酸排泄 は病症別に有意の差 な く,活 動性の も

のに朗 らか に増加す ると述べてい る。 クレアチニ ンにつ

い て,小 野46)は 軽症,中 等症,重 症の順に減少 し,重

症で は約1/2に な り,病 状増悪期 には減少著 し く,回 復

期 には増加す ると述べてい る。

私の成績で は尿酸お よび クレァチニ ン排港 量は肺結 核

患者 に明 らか に減少 してい るが,単 位体重 当 りの減少は

尿酸に少な く,ク レアチ ニ ンに著明であ る。病症 別年 平

均値で は尿酸 は重症に減少がみ られ,ク レアチ ニ ンは軽

症 よ り中等症,重 症に減少が明 らかで あつて,こ れは結

核 とい う慢性消耗性疾患 による筋の萎縮が,重 症 ほ ど顕

著で あることに よる ものであ ろう。

健康人の それぞれの季節変動についてみ ると,尿 酸 排

泄については鳥居25),森 永47)は 秋,冬 に 増 加す ると

述 べ,吉 田48)は 季節に よる変動をみず といい,ク ンア

チニ ン排泄 は梅雨季 または夏に 高値を 示す ことが 諸家

25)47)48)に よ り認 め られ
,し たがつて 尿 酸 クレアチ ニ

ン比 は冬に 高値 を,夏 に低値 を 示 す と報告 されてい る

22)25)47)48) 。

私の成績 は尿酸 は冬は夏 よ り明 らかに排泄 の増加 を示

し,ク レアチニ ン排泄 は夏 に多 く,冬 に少 ない傾 向を示

し,し たがって尿酸 クレア チニ ン比 は冬 に高値 で,夏 に

低値 を示 し諸 家の成績 と一致 す る。また,肺 結核患者 の

クレアチニ ン排泄 の季 節変動 は健康 者に比 して少 な く,

とくに重症 者では季飾 によ る差が ほとん どない のは,安

静 によ る筋 の蛋 白代謝 の減少 と,季 節 の変化 に対す る反

応力 の低 下によ るものと考 え られ る。

尿酸 ク レアチユ ン比 は副腎皮質の蛋 白質 糖質代謝機

能 の指標 として用 い られ てお り,そ の増加 は機能尤進 を

示 す とされてい る〇冬 に尿酸 クレアチニ ン比が高値 を示

す ことは,諸 家22)25)47)48)の 述べてい る ごとく 冬季

に副腎皮 質機能 の充進 を示唆 す るものであろ う。

しか しなが ら尿酸 クレアチ ニン比 が,健 康者 よ り肺結

核 患者に高値 を,ま た,軽 症 よ り中等症,重 症 に高 くな

るとい う一 見矛盾 した現象 を示 す ことは,そ れが 尿酸 の

変動 によ るものでな く,肺 結核症 に伴 う筋 の不働性萎縮

によ るクレアチニ ンの減少 に際因す ると考 え られ,た だ

ちに副腎皮質機能 と結 びつける ことはで きない 。

結 論

尿 中の電解質 および尿酸 ・クレアチニ ンとその比 の季

節変動 を,肺 結核患者24名,健 康者7名 に つい て検

査 した。

1)尿 中Naは 肺結核患者 では年間 ほとん ど変動 をみ

ないが,健 康者 は夏に減少 し,冬 に増加の傾向が ある。

尿 中Kは 肺結核患者 は春に少 な く,秋,冬,夏 の順に

増加 し,健 康者 は夏 に冬,秋,春 よ り増加す る傾向が あ

る。尿中Caは 肺結核患者 は冬 に増加 し,健 康者 は春,

秋,冬 に増加す る。尿 中Na,K,Caと もに 肺結核患 者

は健康 者よ り低値 を示す。

2)尿 中尿酸 は冬に最高値 を,夏 に最低値 を示 し,ク

レアチニ ンはこれ と逆に夏最高値 を,冬 に最低値を示す

傾向が あ り,肺 結核患者は両者 と もに健康者 よ り低値 を

と り,ほ とん ど同様 に変動す る。尿酸 クレアチニ ソ比 は

肺結核患者 は健康者 よ り高値 を示 し,夏 に低値 を,冬 に

高値 をと り,健 康者 と同様に変動す る。

3)尿 酸 とクレアチ ニ ン排泄量 を体重1kg当 りの量

にす ると9肺 結 核患者は健康者に比 して尿酸の減少は少

ないが,ク レアチニ ンの減少が大 きく,か つ中等症,重

症にはなはだ しい。尿酸 クレアチニ ン比が肺結 核患者に

健康者 よ り高値を示 し,中 等症,軍 症に高 くな るのは こ

の原因に よる ものであ る。

(文献 は第3報 に掲 載す る。)

本研究の要旨は第11同,第12回 国立病院 療 養所

綜合医学会において発表 した,。


